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56 CIAS Discussion Paper No. 31　洪水が映すタイ社会──災害対応から考える社会のかたち
チャクンは、まさに国王の側近中の側近です。それ以
外のメンバーは、関係省庁の大臣や灌漑局長などの実
務家、研究者が並んでいます。このスメートを顧問に
迎えることは、対立していたはずのタクシン派と王党
派の和解のシグナルです。大洪水を契機として両者の
和解が成立したのです。洪水の終盤の11月下旬には、
タクシンが国王恩赦を受けて年内に帰国するのでは
ないかとの憶測が報じられました。
大洪水後のインラック政権と王党派の和解は
双方にとっての利益に
　洪水の原因は、最初に気象予測のミスがあり、その
誤った判断を受けて各関係組織が自分たちの役割を
果たそうとした。さらにアピシット政権からインラッ
ク政権への移行期の政治的空白期間があったことが、
対応を遅らせ、事態を悪化させていました。
　洪水中の政治状況は、インラック首相にとって非常
に困難なものでした。連立パートナー、プアタイ党内、
民主党、バンコク都、軍、赤シャツ、住民といった複雑
で様々な対立軸が現れ、その狭間に立たされて微妙な
舵取りをせざるをえない状況でした。
　2011年タイ大洪水がタイ政治に与えたものは、対
立していたはずのタクシン派と王党派との和解でし
た。王党派は、どうしても国民に不人気な民主党から、
洪水対策ミスにより人気を落としつつも倒れないイン
ラック政権に乗り換えました。両者の和解は、双方に利
益になるものです。2011年総選挙で国民からの不信任
をつきつけられた王党派にとっては、インラック政権
に寄生することで、自らの権威を再び回復させること
ができ、他方インラック首相は、王室の権威に寄りかか
ることで批判を回避することができるだけでなく、兄
タクシンの恩赦・帰国の実現への道を開けるのです。
　私はタイの研究をしておりますが、仏教をはじめと
する宗教について研究しています。このような洪水の
話となれば、「なんでこんなことが起こったと了解し
ているのか」とか、「どのような理解の仕方をしている
のか」、「〈天罰〉とみる向きには、どんなふうに語られ
るのか」とか、そういう方面での関心があります。した
がいまして、先のお二人のご発表のコメンテータとし
ては、もっとも適切な方のご都合がつかず、もっとも
不適切な代理として出てきている、ということでお許
しください。
2011年大洪水は
近年の洪水とどのように違ったのか
　今日のお二人のお話をうかがっていて、「やはりそう
か」というか、日本の政治もそうですが、タイの政治は
宙ぶらりんの状態のような混迷度をもっている。そし
て今回のこの洪水は、王室も含めてそういう内部状況
を露呈した、あらわにしたということだと思いました。
　最初に工学的なお話が星川さんによってされまし
た。そして家屋についてのお話がされて、コメンテー
タの柳澤さんが、「結局、自然現象が災害になるのは意
思決定の問題であろう」とおっしゃいました。まさに
二つの発表は、その意思決定が共通しています。今回
のタイの洪水も、原因としては意思決定の問題が大き
く左右している。そしてそのなかにはドロドロとした
党派関係、権力闘争が連なり、さらに王室もからんで
いる。そういう状況が起こった。
　しかしながら、いざ洪水が引いていくと、冒頭の西
さんの今回のワークショップの趣旨説明にもありま
したように、起こってみてあらわになったものが新た
な変化を生み出す。その意味では、最後のご説明の王
党派との歩み寄り、一つは和解が成立しつつある。そ
んなお話だったのかなと私は聞きました。
　お二人とも、党派というもの、あるいは議員、軍事、
そういうものから洪水という現象にスポットライト
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